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数、損傷係数を加味して、1日に必要となるエネルギー量を設定する。この場合、タンパク
質量は、学会ガイドラインや損傷係数を参考にタンパク質量を設定する。この算定方法は、
エネルギー量とタンパク質量の設定が別々の指標により決定される方法であり、本来は、タ
ンパク質量が燃焼に回らないために糖質と脂肪でエネルギーを担保するべきである。この
タンパク質がエネルギーに回らない関係を検証するために、NPC／N 比の設定によるタンパ
ク質量算定方法の検証をおこなった。 
 基礎データおよび倫理審査 
① 健康な成人を対象に、呼気、Ｉｎｂｏｄｙ、活動量計により一日のエネルギー必要 
量を算定する。  
 
② 被検者の選定・エネルギー必要に対して NPC／N比によるタンパク質量を算定する。 
タンパク質算定式 
タンパク質量＝TEE÷（NPC／N比×0.16＋4） 
③ NPC／N比 50・100・150・250・300で設定 
④ NPC／N比ごとの献立の作成 
⑤ 24時間蓄尿、採尿キットの購入 
⑥ 試験プロトコルの検討 
⑦ 検査センターとの契約（尿検査） 
⑧ 倫理委員会への倫理審査提出 
 
（3）今後の活動 
   平成 28年度の基礎調査に基づいて、試験を実施し、日本病態栄養学会にて発表予定。 
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Ⅰ．はじめに 
本研究の全体構想は、骨に関連した要因の地域差に着目し、骨密度獲得の差異に至るメカニズムを明
らかにすることである。骨密度に影響を及ぼす要因として、運動、栄養を共に取り上げ、それらの要因
を補正し、ならびに骨に対する交互作用を検討する。  
昨年度の結果では骨密度の地域差が検出されなかった。そこで本年度では、対象者数を増やすこと
と、まずは若年女性の骨密度に影響を及ぼす上記の関連因子の中から主要な要因を抽出し、相関分析を
行うことにした。 
近年、全国的に若年女性における痩身傾向者の割合が増加し、さらに低年齢化していることは、現代
の日本社会においての大きな問題として挙げられる。厚生労働省の「国民健康・栄養調査」（平成 27
年）によると、成人のやせの者（BMI<18.5kg/㎡）の割合は、男性 4.2%、女性 11.1%である。そのう
ち 20 歳代女性のやせの割合は 22.3%であり、20 歳代女性の肥満者（BMI≧25kg/㎡）の割合の 10.2%
を大きく上回っていた。また、男性と比較してみると、やせの者の割合は、どの年齢においても女性に
おける割合は男性における割合を上回っていた。このことから、肥満の問題が大きい男性と比較し、と
くに若年女性においては肥満よりもやせの方が問題であると考えられる。 
この背景には様々な要因があると考えられるが、その 1つとしてダイエットが挙げられる。行き過ぎ
たダイエットや誤ったダイエットを行うことは、無月経を始めとする月経不順や、将来の不妊、骨粗鬆
症のリスクを高めることにつながる。
特に本研究では骨密度を測定することで、大学生においてダイエットによる骨密度への影響が見られ
ないかについて検討した。若年女性の不健康やせを防ぎ、生涯健康に過ごしていくためにどのような保
健指導を行っていくべきかを考える一助とする目的として、例えば、学校現場における健康相談活動や
保健指導に役立て、地域及びライフステージに特化した最適な骨粗鬆症予防策を見出すことを目的とし
て、本調査を行った。 
 
 
Ⅱ．研究方法 
・調査対象：大学女子学生計 111 名（平均年齢 21.2 歳） 
・調査内容：・アンケート調査 (1)基本項目 (2)ダイエットに関する意識について (3)ダイエット経験
に関する質問 (4)現在のダイエットについて 
・超音波法による踵骨骨密度測定、体重および体脂肪率測定 
・分析方法：各個人について単純集計を行い、骨密度との関連を調べた。用いた検定方法は、ピアソン
－ 11 －
2 
 
の相関係数の検定、F 検定、スチューデントのｔ検定、ウェルチのｔ検定、一元配置分
散分析法、マン・ホイットニー検定、ｍ×ｎ分割表、スピアマンの順位相関係数の検定
である。なお、5％の危険率で有意差の判定を行った。 
 
Ⅲ．結果及び考察 
１．やせ願望の実態 
 BMIは 18.5未満を『やせ群』、18.5以上 25未満を『普通群』、25以上を『肥満群』と判定した。女子
大学生で、やせ群は 23人(20.7%)、普通群は 85人(76.6%)、肥満群は 3人(2.7%)であった。このうちや
せ願望を持つ者が、肥満群において 3人(100%)、普通群において 81人(94.1%)、やせ群において 10人
(43.5%)という結果となり、やせる必要のない者の多くが、やせ願望を抱いていることがわかった。 
２．女子大学生が行っているダイエットの実態 
 本調査において、ダイエット経験がある者が 68人(61.3%)、ダイエット経験がない者が 43人(38.7%)
であった。ダイエットを始める理由として最も多かったのは、『きれいになりたい』が 52人(75.4%)で
あった。このことから、女子大学生の間に『やせていること』＝『きれい』という考えが浸透している
ということがわかった。また、早い人で小学生からダイエットを行っており、ダイエットの低年齢化が
生じていることもうかがえた。 
 ダイエットの内容については、内容も継続期間も様々であったが、『やせる効果があると謳われてい
るものを食べる』という回答内容における具体的な食品として、バナナ、大根、ココナッツオイル、梅
干し、トマト、キャベツなどが挙げられた。これらはテレビ等のマスメディアによって一時的にブーム
になったものであり、現代の女子大学生は、マスメディアからダイエット情報を得て実践していること
がわかった。また、『特定のものを減らす、又は食べないようにする』という回答内容における具体的
な食品として、炭水化物が多く挙げられていた。『ダイエット食品を食べる』という回答者における具
体的な食品として最も多かったのは、サプリメントであった。『下剤を飲む』や『食べたものを吐き出
す』という回答もあり、体に悪影響を及ぼすダイエットを行っている者も存在していることが明らかと
なった。 
３．ダイエット障害 
食行動の異常や過活動、飢餓による精神症状の他、体重減少により様々な内分泌・代謝異常をきたす。
本調査においては、ダイエットにより『月経不順』を起こしたものが 12人(22.2%)おり、そのうち無月経
に至った者が 3人いた。思春期における低エストロゲン状態は、『不妊』や『周産期異常』だけではなく、
将来の『骨粗鬆症』のリスクを高めることもある。本調査の骨密度測定において、YAM(20～44 歳までの
平均骨量に対する骨量値の%)が 80 未満を下位群、80 以上 100 未満を中位群、100 以上を上位群とした。
今回、『月経不順』を起こした者の中には、下位群は見られなかった。これは、低体重の程度と期間が骨
密度低下に関わるほどのものではなかったためである、と考えられる。 
女子大学生で、下位群は 6人(5.4%)、中位群は 38人(34.2%)、上位群は 67人(60.4%)であった。その
中でも、下位群の全員がやせ願望を抱いており、これからダイエットを行うと将来の『骨粗鬆症』が懸
念される。 
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Ⅳ．まとめ 
 本研究は、女子大学生がどういうことからやせ願望をもち、どのようなダイエットを行っているか、
さらに、そのダイエットによる心身の変化を調査することで、児童生徒にどのような保健指導を行って
いけばよいかを検討するために行った。 
そのために、現在の身体状況（身長、体重、体脂肪率、骨格筋率、基礎代謝、BMI、骨密度）を測定し、
今までに経験したダイエットについて、またダイエットを行なった結果心身にどのような変化が生じた
かについて、匿名にてアンケート調査を行った。 
その結果、対象者の多くが「きれいになりたい」という理由から、やせる必要もないのにダイエットを
行っており、「やせている＝きれい」だという考えが女子大学生の中に浸透しているということが分かっ
た。また、早い人で小学生からダイエットを行っており、ダイエットの低年齢化が生じていることもうか
がえた。ダイエットの内容は様々であったが、サプリメントや下剤を用いている者、自己嘔吐を行ってい
る者など、危険なダイエットを行なっている者の存在が明らかとなり、ダイエットを行なった結果、無月
経をはじめとする月経不順を生じた者の存在も明らかとなった。本調査において、骨密度が下位群に分
類された者は、皆やせ願望を抱いており、今後無理なダイエットを行なった場合、将来の骨粗鬆症が懸念
される。 
本アンケートの結果より、正しいダイエットの知識をもたない、あるいは知識はあっても無理なダイエ
ットをする者が少なくないことが判明した。近年における社会環境や生活環境の急激な変化は、子ども
の心身の健康に大きな影響を与えている。核家族化やひとり親、両親の共働きなどの変化に伴い、家庭に
おいて十分な指導がなされないこともある。ダイエットは、小・中学生から始めた者も少なくないことか
ら、小学生のうちから体型・ダイエットに関する正しい知識を身に付けられるような保健指導や、栄養教
諭と連携しての食育を行うこと、また自尊感情を育む必要があると分かった。さらに、成長曲線を活用し
不健康やせのスクリーニングを行うことも重要である。 
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